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【はじめに】  
人間が音を連続して構音するときには調音結合という現象が生じる。これは隣接する音
素が互いに影響しあって構音運動が変化する現象のことをいう。このような音韻環境によ
る運動学的な変化は機能性構音障害の訓練をするうえで考慮すべき要因であると考えられ
る。しかし、現在まで日本語における調音結合の影響を運動学的に分析した研究は少ない。
そのため、まずは成人被験者を対象に EPG を用いて、機能性構音障害児が誤りやすい子音
/t//k//s/について先行母音・後続母音の構音への影響について明らかにすることを目的に
調査を行った。  
【対象】 
器質的に問題のない健常成人 3 名（男性 2 名、女性 1 名）を対象とした。  
【方法】  
1)発話サンプル  
一方の先行母音と後続母音を [a]に統一し、もう一方を日本語 5 母音に変化させた 25
無意味音節(例：先行母音[ata][ita]、後続母音[ata][atɕi])を使用した。  
2)測定方法  
EPG 人工口蓋床を装着した状態で単語を 5 回ずつ構音してもらい、 2～4 回目の発話を
分析対象とした。  
【結果】  
1)先行母音が /t//k//s/に与える影響  
先行母音は/s//t/においては[i]の場合に調音結合の影響が大きく、他の母音に比べて
硬口蓋と軟口蓋の接触範囲が増加し、後方に接触範囲が広がった。/k/においては、先行
母音が[a][o]、[ɯ][e]、[i]の順に全ての接触範囲が増加し、前方に接触範囲が広がった。  
2)後続母音が /t//k//s/に与える影響  
後続母音は/s//t/は[i]の場合に調音結合の影響がみられ、 /s/では歯茎の接触範囲が
減少し、硬口蓋と軟口蓋の接触範囲が増加した。/t/では硬口蓋と軟口蓋の接触範囲が増
加した。/k/では[a][o]、[e][ɯ]、[i]の順に全ての接触範囲が増加した。また、調音結
合の影響は先行母音よりも後続母音により顕著に認められた。  
【考察】  
/t//k//s/いずれも先行母音・後続母音ともに [i]の場合に調音結合の影響が強く認めら
れた。これは、[i]が前舌狭母音であるため、前舌部の拳上の影響が前後の子音に影響を与
えたものと考えられた。また、/k/においては [e][ɯ]についても接触面が前方に広がる傾向
にあった。これは、 [e][ɯ]が前舌母音や狭母音であるため、軟口蓋音である /k/に影響を
与えて前方に接触範囲が広がったと考えられた。  
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